
(57)【要約】

【課題】本発明は、オイルシールの損傷を回避しつつ、

動力伝達装置単体での潤滑油の充填を可能にした動力伝

達装置提供することにある。

【解決手段】本発明の動力伝達装置は、ハウジング２の

軸導出用開口部６を通じて、外部へ突き出る出力シャフ

ト７の端部外周面に、トランスファ２０の入力シャフト

２２と連結可能な連結軸１４を嵌合して取付け、この連

結軸の外周面と軸導出用口部の内周面との間にオイルシ

ール１８を設けて、これらの間をシールするようにした

。これにより、動力伝達装置単体でも、内部に潤滑油１

９を充填させておくことができるうえ、トランスファを

着脱してもオイルシール自身には影響はないから、オイ

ルシールの損傷が回避される。

【選択図】　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 部 に 潤 滑 油 が 収 容 さ れ 、 か つ 壁 部 に は 前 記 内 部 と 連 通 す る 軸 導 出 用 開 口 部 を 有 す る ハ
ウ ジ ン グ と 、
　 一 端 部 が 前 記 導 出 用 開 口 部 か ら 外 部 へ 突 出 さ れ 、 他 端 部 が 前 記 ハ ウ ジ ン グ 内 で 回 転 自 在
に 支 持 さ れ 、 か つ 導 出 用 開 口 部 か ら 突 き 出 た 一 端 部 が 他 機 器 の 軸 部 に 連 結 可 能 な 回 転 軸 と
、
を 備 え た 動 力 伝 達 装 置 に お い て 、
　 前 記 回 転 軸 の 一 端 部 外 周 面 に 嵌 合 さ れ て 取 付 け ら れ た 、 前 記 他 機 器 の 軸 部 と 連 結 可 能 な
中 間 部 材 と 、
　 前 記 中 間 部 材 の 外 周 面 と 該 外 周 面 を 囲 む 前 記 軸 導 出 用 開 口 部 の 内 周 面 と の 間 に 設 け ら れ
、 両 者 間 を シ ー ル す る オ イ ル シ ー ル と
　 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 動 力 伝 達 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 回 転 軸 の 外 周 面 と 、 該 外 周 面 に 嵌 ま る 前 記 中 間 部 材 の 内 周 面 と の 間 に は 、 両 者 間 を
シ ー ル す る シ ー ル 部 材 が 介 在 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 動 力 伝 達 装 置
。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 中 間 部 材 は 、 一 端 部 が 前 記 回 転 軸 の 一 端 部 外 周 面 に 嵌 合 さ れ 、 他 端 部 が 前 記 他 機 器
の 軸 部 の 外 周 面 と 嵌 合 可 能 な 筒 状 部 材 か ら 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請
求 項 ２ に 記 載 の 動 力 伝 達 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 中 間 部 材 が 軸 方 向 へ ず れ る の を 規 制 す る 規 制 部 材 を 備 え て 構 成 し て あ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ３ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 動 力 伝 達 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ハ ウ ジ ン グ の 軸 導 出 用 開 口 部 か ら 突 き 出 た 回 転 軸 の 端 部 に 、 他 機 器 の 軸 部 が
連 結 さ れ る 構 造 の 動 力 伝 達 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ４ 輪 駆 動 車 の 動 力 伝 達 系 の 多 く は 、 前 進 段 や 後 進 段 の 変 速 を 行 う ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン （
動 力 伝 達 装 置 ） の 出 力 シ ャ フ ト に 、 同 出 力 シ ャ フ ト か ら の 出 力 を 前 輪 や 後 輪 へ 分 配 す る 動
力 分 配 装 置 や 、 ２ 輪 駆 動 や ４ 輪 駆 動 に 切 り 換 え る 切 換 機 構 な ど が 付 い た ト ラ ン ス フ ァ （ 動
力 取 り 出 し 装 置 ； 他 機 器 ） を 連 結 し て 構 成 さ れ て い る 。 こ の 動 力 伝 達 系 の 多 く は 、 ト ラ ン
ス ミ ッ シ ョ ン 、 ト ラ ン ス フ ァ に 求 め ら れ る 潤 滑 性 能 の 要 求 を 満 足 さ せ る た め に 、 ト ラ ン ス
ミ ッ シ ョ ン 、 ト ラ ン ス フ ァ 毎 に 潤 滑 油 を 収 容 さ せ る 構 造 が 採 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の た め 、 ４ 輪 駆 動 車 の 動 力 伝 達 系 で は 、 内 部 の 潤 滑 油 が 漏 れ な い よ う 、 ト ラ ン ス ミ ッ
シ ョ ン 、 ト ラ ン ス フ ァ 毎 に 内 部 を 密 封 さ せ て い る 。 こ の 密 封 に 際 し 、 ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン
の 出 力 シ ャ フ ト （ 回 転 軸 ） と ト ラ ン ス フ ァ の 伝 達 シ ャ フ ト （ 軸 部 ） と が 連 結 さ れ る 部 分 で
は 、 ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン の 出 力 側 に お け る 密 封 構 造 と し て 、 ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン の ハ ウ ジ
ン グ 内 面 に 設 け た オ イ ル シ ー ル を 、 出 力 シ ャ フ ト に 組 付 く ト ラ ン ス フ ァ の 伝 達 シ ャ フ ト の
端 部 外 周 面 に 弾 接 さ せ る 構 造 が 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 具 体 的 に は 出 力 シ ャ フ ト 端 と 伝 達 シ ャ フ ト 端 と を 連 結 す る 構 造 の 多 く は 両 シ ャ フ ト 端 を
嵌 合 構 造 で 同 一 軸 線 上 に 連 結 す る 構 造 が 用 い ら れ て い る た め に 、 従 来 、 ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ
ン の 出 力 側 を 密 封 さ せ る 構 造 に は 、 出 力 シ ャ フ ト 端 を 外 部 へ 導 く 軸 導 出 用 開 口 部 の 内 周 面
に オ イ ル シ ー ル を 設 け て お き 、 同 出 力 シ ャ フ ト 端 が ト ラ ン ス フ ァ の 伝 達 シ ャ フ ト 端 と 嵌 合
す る 際 、 オ イ ル シ ー ル の 内 周 部 を 伝 達 シ ャ フ ト の 外 周 面 に 弾 接 さ せ る 構 造 が 用 い ら れ て い
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る 。 （ 例 え ば 特 許 文 献 １ を 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ３ ４ ８ ５ ８ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う な ４ 輪 駆 動 車 の 動 力 伝 達 系 で は 、 先 ず 、 ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン の 組 み 立 て 後 に 潤
滑 油 を ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン 内 部 に 充 填 さ せ て ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン の 作 動 確 認 が 行 わ れ 、 そ
の 後 、 内 部 の 潤 滑 油 が 排 出 さ れ る 。 そ し て 、 ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン と ト ラ ン ス フ ァ と が 結 合
さ れ た 状 態 か ら 、 そ れ ぞ れ ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン 、 ト ラ ン ス フ ァ に 潤 滑 油 を フ ル に 充 填 さ せ
る こ と が 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 と こ ろ で 、 近 時 、 車 両 組 み 立 て の 簡 素 化 、 具 体 的 に は ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン へ の 潤 滑 油 の
再 充 填 の 省 略 化 の 要 求 が 高 く 、 ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン の 単 体 の と き で も 、 潤 滑 油 を 充 填 さ せ
て お く こ と が 求 め ら れ る よ う に な っ て き た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 と こ ろ が 、 ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン 単 体 の と き は 、 ハ ウ ジ ン グ 内 面 に オ イ ル シ ー ル が 取 付 け
ら れ て い る も の の 、 同 オ イ ル シ ー ル の 中 央 部 は 開 口 し て い る の で 、 ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン の
ハ ウ ジ ン グ 内 に 潤 滑 油 を 充 填 さ せ て も 、 ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン 単 体 を 搬 送 す る と き な ど の 際
、 オ イ ル シ ー ル の 開 口 部 か ら ハ ウ ジ ン グ 内 部 の 潤 滑 油 が 外 部 へ 漏 れ 出 る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の た め 、 従 来 の シ ー ル 構 造 は 、 ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン 単 体 に お け る 潤 滑 油 の 封 入 に は 適
し な い 問 題 が あ る 。 し か も 、 同 シ ー ル 構 造 は 、 ト ラ ン ス フ ァ の 着 脱 を 行 う た び に 、 ト ラ ン
ス フ ァ ン の 伝 達 シ ャ フ ト 端 が 、 ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン の オ イ ル シ ー ル に 挿 脱 さ れ る た め に 、
オ イ ル シ ー ル が 損 傷 し や す い 問 題 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 オ イ ル シ ー ル の 損 傷 を 回 避 し つ つ 、 動 力 伝 達 装 置 単 体 で の 潤
滑 油 の 充 填 を 可 能 に し た 動 力 伝 達 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 ハ ウ ジ ン グ の 軸 導 出 用 開 口 部 を
通 じ て 、 外 部 へ 突 き 出 る 回 転 軸 の 一 端 部 外 周 面 に 、 他 機 器 の 軸 部 と 連 結 可 能 な 中 間 部 材 を
嵌 合 し て 取 付 け 、 こ の 中 間 部 材 の 外 周 面 と 該 外 周 面 を 囲 む 軸 導 出 用 開 口 部 の 内 周 面 と の 間
に 、 両 者 間 を シ ー ル す る オ イ ル シ ー ル を 設 け る 構 成 を 採 用 し た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 さ ら に 確 実 に 中 間 部 材 に 対 す る シ ー ル が 行 わ れ る よ う 、 回 転
軸 の 外 周 面 と 、 該 外 周 面 に 嵌 ま る 中 間 部 材 の 内 周 面 と の 間 に シ ー ル 部 材 を 介 在 さ せ る 構 成
を 採 用 し た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 簡 単 な 中 間 部 材 の 構 造 で 、 軸 部 と の 連 結 性 が 確 保 さ れ る よ う
、 中 間 部 材 は 、 一 端 部 が 回 転 軸 の 一 端 部 外 周 面 に 嵌 合 さ れ 、 他 端 部 が 他 機 器 の 軸 部 の 外 周
面 と 嵌 合 可 能 な 筒 状 部 材 を 採 用 し た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 中 間 部 材 の ず れ が も た ら す 支 障 を 回 避 す る よ う 、 中 間 部 材 が
軸 方 向 へ ず れ る の を 規 制 す る 規 制 部 材 を 備 え た 構 成 と し た 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 動 力 伝 達 装 置 の 他 機 器 が 連 結 さ れ る 側 は 、 中 間 部 材 の
外 周 面 と ハ ウ ジ ン グ 内 面 と に 配 置 さ れ る オ イ ル シ ー ル に よ り 、 ハ ウ ジ ン グ 内 部 か ら 潤 滑 油
が 漏 れ 出 な い よ う シ ー ル さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 し た が っ て 、 動 力 伝 達 装 置 単 体 で も 、 内 部 、 す な わ ち ハ ウ ジ ン グ 内 部 に 潤 滑 油 を 充 填 さ
せ て お く こ と が で き る 。 し か も 、 オ イ ル シ ー ル は 、 他 機 器 を 着 脱 し て も オ イ ル シ ー ル 自 身
に は 影 響 は な く 、 他 機 器 の 着 脱 で オ イ ル シ ー ル が 損 傷 す る 心 配 は な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 上 記 効 果 に 加 え 、 中 間 部 材 の 内 周 部 に 対 し て も シ ー ル
が な さ れ る か ら 、 一 層 、 高 い シ ー ル 性 の も と で 、 ハ ウ ジ ン グ 内 部 に 潤 滑 油 を 封 入 さ せ て お
く こ と が で き る と い っ た 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 上 記 効 果 に 加 え 、 簡 素 な 中 間 部 材 で 、 シ ー ル 性 と 他 機
器 と の 連 結 性 の 双 方 を 確 保 す る こ と が で き る と い っ た 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 上 記 効 果 に 加 え 、 中 間 部 材 は 、 定 位 置 に 位 置 決 め ら れ
る か ら 、 確 実 な る 動 力 伝 達 が 期 待 で き る 。 し か も 、 オ イ ル シ ー ル の 変 形 や 劣 化 を 抑 え る こ
と が で き る 、 と い っ た 効 果 を 奏 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ［ 一 実 施 形 態 ］
　 以 下 、 本 発 明 を 図 １ ～ 図 ４ に 示 す 一 実 施 形 態 に も と づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ は 例 え ば ４ 輪 駆 動 車 の 動 力 伝 達 系 を 示 し て い て 、 同 図 中 １ は 例 え ば 手 動 式 の ト ラ ン
ス ミ ッ シ ョ ン （ 本 願 の 動 力 伝 達 装 置 に 相 当 ） 、 ２ ０ は 同 ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン １ に 組 付 く 例
え ば 手 動 切 換 式 の ト ラ ン ス フ ァ （ 動 力 取 り 出 し 装 置 ； 本 願 の 他 機 器 に 相 当 ） を 示 す 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ト ラ ン ス フ ァ ２ ０ に つ い て 説 明 す る と 、 ２ １ は ケ ー シ ン グ で あ る 。 こ の ケ ー シ ン グ ２ １
は 、 例 え ば フ ロ ン ト ケ ー シ ン グ 部 ２ １ ａ 、 セ ン タ ケ ー シ ン グ 部 ２ １ ｂ 、 リ ヤ ケ ー シ ン グ 部
２ １ ｃ な ど を 結 合 し て 構 成 さ れ て い る 。 ま た ケ ー シ ン グ ２ １ の う ち フ ロ ン ト ケ ー シ ン グ 部
２ １ ａ に は 入 力 シ ャ フ ト ２ ２ （ 本 願 の 軸 部 に 相 当 ） が 組 込 ま れ 、 リ ヤ ケ ー シ ン グ 部 ２ １ ｃ
に は 後 輪 用 の 出 力 シ ャ フ ト （ 図 示 し な い ） が 組 込 ま れ 、 セ ン タ ケ ー シ ン グ 部 ２ １ ｂ か ら 側
方 へ 張 り 出 す ケ ー シ ン グ 部 分 ２ １ ｄ に は 前 輪 用 の 出 力 シ ャ フ ト ２ ３ が 組 込 ま れ て い る 。 な
お 、 ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン １ と 組 付 く 結 合 座 ２ ０ ｄ は 、 フ ロ ン ト ケ ー シ ン グ ２ １ ａ の 前 端 部
に 形 成 し て あ る 。 入 力 シ ャ フ ト ２ ２ の 外 側 の 端 部 は 、 結 合 座 ２ ０ ｄ が あ る フ ロ ン ト ケ ー シ
ン グ ２ １ ａ の 前 端 部 よ り 前 方 へ 延 び て い る 。 こ の 延 出 端 に ス プ ラ イ ン 軸 部 ２ ２ ａ が 形 成 さ
れ て い て 、 ス プ ラ イ ン 軸 部 ２ ２ ａ か ら 動 力 が 入 力 さ れ る 構 造 に し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ケ ー シ ン グ ２ １ の 内 部 に は 、 入 力 シ ャ フ ト ２ ２ か ら 入 力 さ れ た 駆 動 力 を そ れ ぞ れ 前 ・ 後
輪 用 出 力 シ ャ フ ト ２ ３ （ 一 方 だ け 図 示 ） へ 分 配 さ せ る 動 力 分 配 機 構 （ 図 示 し な い ） や 例 え
ば 操 作 レ バ ー （ 図 示 し な い ） の 操 作 に し た が っ て ２ 輪 駆 動 や ４ 輪 駆 動 に 切 り 換 え る 切 換 機
構 （ 図 示 し な い ） な ど が 収 め ら れ て い る 。 な お 、 ２ ４ は 入 力 シ ャ フ ト ２ ２ の 根 元 側 を フ ロ
ン ト ケ ー シ ン グ 部 ２ １ ａ に 回 転 自 在 に 支 持 す る 軸 受 、 ２ ５ は 動 力 分 配 機 構 を 構 成 す る ギ ヤ
機 構 （ 一 部 だ け 図 示 ） を 示 し て い る 。 ま た 軸 受 ２ ４ の 内 面 と 入 力 シ ャ フ ト ２ ２ の 外 周 面 と
の 間 の 隙 間 、 及 び 軸 受 ２ ４ の 外 面 と 軸 受 ２ ４ を 支 持 し て い る 環 状 部 ２ ６ の 内 面 と の 間 の 隙
間 は 、 環 状 部 ２ ６ の 開 口 端 内 面 と 入 力 シ ャ フ ト ２ ２ の 外 面 と の 間 に 組 付 け た オ イ ル シ ー ル
２ ７ に よ っ て シ ー ル さ れ て い る 。 残 る 出 力 シ ャ フ ト ２ ３ の 周 囲 の 隙 間 も 、 同 様 に 例 え ば オ
イ ル シ ー ル （ 図 示 し な い ） で シ ー ル さ れ て い て 、 こ れ ら の シ ー ル に よ り ト ラ ン ス フ ァ ２ ０
の ケ ー シ ン グ ２ １ の 内 部 を 密 封 に し て い る 。 こ の 密 封 化 し た ケ ー シ ン グ ２ １ 内 に 、 ト ラ ン
ス フ ァ ２ ０ の 各 機 器 の 潤 滑 に 適 し た 潤 滑 油 （ 図 示 し な い ） が 封 入 さ せ て あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 一 方 、 ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン １ に つ い て 説 明 す る と 、 ２ は ハ ウ ジ ン グ で あ る 。 ハ ウ ジ ン グ
２ は 、 例 え ば ク ラ ッ チ ハ ウ ジ ン グ ３ を 有 す る フ ロ ン ト ハ ウ ジ ン グ 部 ３ ａ 、 リ ヤ ハ ウ ジ ン グ
部 ３ ｂ な ど を 結 合 し て 構 成 さ れ て い る 。 こ の う ち フ ロ ン ト ハ ウ ジ ン グ 部 ３ ａ に は 、 入 力 シ
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ャ フ ト （ 図 示 し な い ） が 組 付 け ら れ て い る 。 ま た フ ロ ン ト ハ ウ ジ ン グ 部 ３ ａ お よ び リ ヤ ハ
ウ ジ ン グ 部 ３ ｂ 内 に は 、 入 力 シ ャ フ ト と 連 な る よ う に メ イ ン シ ャ フ ト （ 図 示 し な い ） が 組
付 け ら れ て い る 。 ま た メ イ ン シ ャ フ ト の リ ヤ 側 の 端 部 は 、 リ ヤ ハ ウ ジ ン グ 部 ３ ｂ 内 の リ ヤ
側 を 区 画 す る 壁 部 ５ ａ に 形 成 さ れ て い る 軸 導 出 用 の 開 口 部 ６ を 通 じ て 、 リ ヤ ハ ウ ジ ン グ 部
３ ｂ 外 へ 突 き 出 て い る 。 こ の 突 き 出 た メ イ ン シ ャ フ ト の 端 部 に よ り ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン １
の 出 力 シ ャ フ ト ７ （ 本 願 の 回 転 軸 に 相 当 ） を 構 成 し て い る 。 な お 、 ト ラ ン ス フ ァ ２ ０ と 組
付 く 結 合 座 ９ は 、 リ ヤ ハ ウ ジ ン グ 部 ３ ｂ の 外 郭 部 材 を 形 成 す る 壁 部 ５ ｂ を 軸 導 出 用 開 口 部
６ か ら 後 方 へ 延 ば し た 地 点 に 形 成 し て あ る 。 こ れ ら フ ロ ン ト ハ ウ ジ ン グ 部 ３ ａ や リ ヤ ハ ウ
ジ ン グ 部 ３ ｂ 内 に 、 例 え ば 常 時 噛 合 式 の 複 数 の 歯 車 式 変 速 機 構 （ 図 示 し な い ） や 、 例 え ば
ト ラ ン ス フ ァ ２ ０ に 設 け て あ る チ ェ ン ジ レ バ ー ８ の 操 作 に 連 動 し て 歯 車 変 速 機 構 を 切 り 換
え る シ フ ト リ ン ケ ー ジ 機 構 （ 図 示 し な い ） が 収 め て あ る 。 な お 、 ６ ａ は 軸 入 力 用 開 口 部 ６
か ら 内 側 へ 続 く 筒 状 部 、 １ ０ は 同 筒 状 部 ６ ａ に 設 置 さ れ た 、 上 記 出 力 シ ャ フ ト ７ を 回 転 自
在 に 支 持 す る 軸 受 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン １ の 結 合 座 ９ に 、 ト ラ ン ス フ ァ ２ ０ の 結 合 座 ２ ０ ｄ が 締 結 具 、
例 え ば ボ ル ト １ ２ で 締 結 さ れ 、 ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン １ の ハ ウ ジ ン グ ２ と ト ラ ン ス フ ァ ２ ０
の ケ ー シ ン グ ２ １ と を 結 合 さ せ て い る 。 ま た ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン １ の 出 力 シ ャ フ ト ７ は 、
ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン １ の ハ ウ ジ ン グ ２ と ト ラ ン ス フ ァ ２ ０ の ケ ー シ ン グ ２ １ の 結 合 を 利 用
し て 、 ト ラ ン ス フ ァ ２ ０ の ス プ ラ イ ン 軸 部 ２ ２ ａ に 連 結 さ せ て い る 。 こ の 出 力 シ ャ フ ト ７
の 連 結 構 造 に は 、 ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン 単 体 で も 、 ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン １ の 密 封 化 が 確 保 さ
れ る 構 造 が 用 い ら れ て い る 。 こ の 構 造 が 図 ２ ～ 図 ４ に 渡 り 詳 し く 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 同 構 造 に つ い て 説 明 す る と 、 図 ２ ～ 図 ４ 中 １ ３ は 、 出 力 シ ャ フ ト ７ の 外 側 に 突 き 出 た 端
部 に 形 成 さ れ た ス プ ラ イ ン 軸 部 、 １ ４ は 連 結 軸 （ 本 願 の 中 間 部 材 に 相 当 ） で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の う ち ス プ ラ イ ン 軸 部 １ ３ の 根 元 部 に は 、 Ｏ リ ン グ 装 着 用 の 段 部 １ ３ ａ が 形 成 さ れ て
い る 。 な お 、 こ の 段 部 １ ３ ａ 内 に は Ｏ リ ン グ １ ５ が 装 着 し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 連 結 軸 １ ４ は 、 内 面 全 体 に ス プ ラ イ ン 溝 １ ６ が 形 成 さ れ た 筒 状 部 材 、 こ こ で は 円 筒 部 材
で 構 成 さ れ て い る 。 こ の 連 結 軸 １ ４ は 、 出 力 シ ャ フ ト ７ 端 、 入 力 シ ャ フ ト ２ ２ 端 と 挿 脱 可
能 な 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 連 結 軸 １ ４ の 軸 方 向 中 間 の 内 面 に 形 成 さ れ た 環 状 の 係
合 溝 １ ４ ａ に は 、 内 周 部 が 連 結 軸 １ ４ の 内 側 へ 突 き 出 る よ う に 、 ス ナ ッ プ リ ン グ １ ７ （ 本
願 の 規 制 部 材 に 相 当 ） が 係 合 さ せ て あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の 連 結 軸 １ ４ は 、 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 一 方 の 端 部 を ス プ ラ イ ン 軸 部 １ ３ に 外 嵌 （ ス
プ ラ イ ン 嵌 合 ） さ せ る こ と に よ っ て 、 出 力 シ ャ フ ト ７ の 端 部 外 周 に 取 付 け て あ る 。 具 体 的
に は 連 結 軸 １ ４ は 、 端 部 内 面 （ 一 方 ） に 形 成 さ れ て い る Ｏ リ ン グ 用 の 段 差 １ ４ ｂ で 、 Ｏ リ
ン グ １ ５ を 押 し 潰 す 地 点 ま で 嵌 挿 さ せ て あ る 。 そ し て 、 連 結 軸 １ ４ の 残 り の 端 部 、 す な わ
ち ス ナ ッ プ リ ン グ １ ７ か ら 片 側 の 端 部 （ 他 方 ） が 、 ス プ ラ イ ン 軸 部 １ ３ か ら 前 方 へ 突 き 出
て 、 ト ラ ン ス フ ァ ２ ０ の 入 力 シ ャ フ ト ２ ２ と 接 続 す る 部 分 を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ こ で 、 連 結 軸 １ ４ が 挿 通 す る 軸 導 出 用 開 口 部 ６ の 内 面 、 す な わ ち 開 口 部 ６ を 形 成 し て
い る ハ ウ ジ ン グ 内 面 に は 、 環 状 の オ イ ル シ ー ル １ ８ が 取 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 そ し て 、 こ の オ イ ル シ ー ル １ ８ の 内 周 部 分 が 連 結 軸 １ ４ の 外 周 面 に 弾 接 さ れ 、 オ イ ル シ
ー ル １ ８ で 連 結 軸 １ ４ の 外 周 面 と 軸 導 出 用 開 口 部 ６ の 内 周 面 と の 間 の 隙 間 を シ ー ル し て い
る 。 こ の 出 力 シ ャ フ ト ７ 側 の シ ー ル 構 造 と に よ り 、 ハ ウ ジ ン グ ２ の 内 部 を 密 閉 さ せ て い る
。 な お 、 ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン １ の 入 力 シ ャ フ ト 側 の 開 口 部 は エ ン ジ ン と の 結 合 に よ り 密 閉
さ れ て い る 。 こ の 密 封 化 し た ハ ウ ジ ン グ ２ 内 に 、 ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン １ の 各 機 器 の 潤 滑 に
適 し た 潤 滑 油 １ ９ が 封 入 さ せ て あ る 。
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【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン １ の 出 力 シ ャ フ ト ７ に 装 着 し た 連 結 軸 １ ４ が 、 図 ３ に 示 さ れ る
よ う に ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン １ の ハ ウ ジ ン グ ２ と ト ラ ン ス フ ァ ２ ０ の ケ ー シ ン グ ２ １ と の 結
合 に 伴 い 、 ト ラ ン ス フ ァ ２ ０ の 入 力 シ ャ フ ト ２ ２ 、 す な わ ち ス プ ラ イ ン 軸 部 ２ ２ ａ に 外 嵌
（ ス プ ラ イ ン 嵌 合 ） さ れ 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う に ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン １ の 出 力 シ ャ フ ト ７
と ト ラ ン ス フ ァ ２ ０ の 入 力 シ ャ フ ト ２ ２ と を 同 一 軸 線 上 で 連 結 さ せ て い る 。 こ れ に よ り 、
図 １ に 示 さ れ る よ う な ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン １ と ト ラ ン ス フ ァ ２ ０ と が 一 体 と な っ た ４ 輪 駆
動 車 の 動 力 伝 達 系 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の よ う に 連 結 軸 １ ４ 、 オ イ ル シ ー ル １ ８ を 用 い て 、 ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン １ の 出 力 シ ャ
フ ト ７ 側 （ ト ラ ン ス フ ァ ２ ０ と 連 結 す る 側 ） を シ ー ル す る と 、 常 に ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン １
の 内 部 は 密 封 状 態 が 保 た れ る の で 、 出 力 シ ャ フ ト ７ が 挿 通 す る 開 口 か ら 潤 滑 油 １ ９ が 漏 れ
出 る お そ れ が な く な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ れ 故 、 ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン １ は 、 ト ラ ン ス フ ァ ２ ０ と 連 結 し た 後 に 潤 滑 油 １ ９ を 充 填
で き る だ け で な く 、 エ ン ジ ン に 取 付 け ら れ た 単 体 の と き で も 、 ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン １ の 内
部 、 す な わ ち ハ ウ ジ ン グ ２ に 潤 滑 油 １ ９ を 充 填 （ 封 入 ） さ せ て お く こ と が で き る 。 し か も
、 オ イ ル シ ー ル １ ８ に よ り 、 ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン １ の 連 結 軸 １ ４ の 外 周 面 と ハ ウ ジ ン グ 内
面 と の 間 を シ ー ル す る 構 造 は 、 ギ ヤ 装 着 の た め 端 側 を 細 径 と し た 出 力 シ ャ フ ト ７ の 機 能 性
を 損 な う こ と が な い 。 そ の う え 、 連 結 軸 １ ８ は ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン １ に 装 着 さ れ る 部 品 で
あ る か ら 、 組 立 作 業 の 工 程 、 さ ら に は メ ン テ ナ ン ス な ど で 、 ト ラ ン ス フ ァ ２ ０ を ト ラ ン ス
ミ ッ シ ョ ン １ か ら 着 脱 し て も 、 オ イ ル シ ー ル 自 身 に は 影 響 は な く 、 オ イ ル シ ー ル １ ８ が 損
傷 す る お そ れ は な い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 加 え て 、 こ う し た 効 果 を も た ら す 連 結 軸 １ ４ に は 、 ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン １ の 出 力 シ ャ フ
ト 端 、 ト ラ ン ス フ ァ ２ ０ の 入 力 シ ャ フ ト 端 に 嵌 合 さ れ る 筒 状 部 材 が 用 い て あ る の で 、 簡 単
な 構 造 で 、 出 力 シ ャ フ ト ７ と 入 力 シ ャ フ ト ２ ２ の 連 結 が 行 え る 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 し か も 、 連 結 軸 １ ４ の 内 周 面 と 出 力 シ ャ フ ト ７ の 外 周 面 と の 間 も 、 そ れ ら 間 に 介 在 さ れ
る Ｏ リ ン グ １ ５ に よ っ て シ ー ル さ れ る の で 、 一 層 、 高 い シ ー ル 性 が 確 保 で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 そ の う え 、 連 結 軸 １ ４ は 、 ス ナ ッ プ リ ン グ １ ７ に よ り 、 無 用 な 連 結 軸 １ ４ の 軸 方 向 の 動
き が 規 制 さ れ る の で 、 連 結 軸 １ ４ が 出 力 シ ャ フ ト 端 と 入 力 シ ャ フ ト 端 と の 間 か ら ず れ る こ
と は な く 、 確 実 に ト ラ ン ス フ ァ ２ ０ へ 動 力 を 伝 達 さ せ る こ と が で き る 。 加 え て 、 連 結 軸 １
４ は 、 ス ナ ッ プ リ ン グ １ ７ に よ り 、 定 位 置 に 位 置 決 め ら れ る か ら 、 オ イ ル シ ー ル １ ８ の 変
形 や 劣 化 は 抑 え ら れ 、 高 い シ ー ル 性 を 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 な お 、 本 発 明 は 上 述 し た 一 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 主 旨 を 逸 脱 し
な い 範 囲 内 で 種 々 変 更 し て 実 施 し て も 構 わ な い 。 例 え ば 上 述 し た 一 実 施 形 態 で は 、 ト ラ ン
ス ミ ッ シ ョ ン と 、 ト ラ ン ス フ ァ を 例 に 挙 げ た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 他 の 動 力 伝 達 装 置 に 本 発
明 を 適 用 し て も よ く 、 要 は 回 転 軸 が ハ ウ ジ ン グ か ら 突 出 し 、 他 機 器 の 軸 部 が こ の 回 転 軸 の
突 出 端 に 連 結 可 能 に な っ て い る 動 力 伝 達 装 置 で あ れ ば よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 動 力 伝 達 装 置 を 示 す 一 部 切 欠 し た 断 面 図 。
【 図 ２ 】 動 力 伝 達 装 置 と ト ラ ン ス フ ァ と が 連 結 さ れ た 部 分 を 拡 大 し て 示 す 一 部 切 欠 し た 断
面 図 。
【 図 ３ 】 同 連 結 部 分 か ら 分 離 し て 、 動 力 伝 達 装 置 単 体 、 ト ラ ン ス フ ァ 単 体 に 分 け た 状 態 を
示 す 一 部 切 欠 し た 断 面 図 。
【 図 ４ 】 同 動 力 伝 達 装 置 に お け る 連 結 軸 の 取 付 構 造 を 説 明 す る た め の 断 面 図 。
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【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 １ … ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン （ 動 力 伝 達 装 置 ） 、 ２ … ハ ウ ジ ン グ 、 ６ … 軸 導 出 用 開 口 部 、 ７
… 出 力 シ ャ フ ト （ 回 転 軸 ） 、 １ ４ … 連 結 軸 （ 中 間 部 材 ） 、 １ ５ … Ｏ リ ン グ （ シ ー ル 部 材 ）
、 １ ７ … ス ナ ッ プ リ ン グ （ 規 制 部 材 ） 、 １ ８ … オ イ ル シ ー ル 、 １ ９ … 潤 滑 油 、 ２ ０ … ト ラ
ン ス フ ァ （ 他 機 器 ） 、 ２ ２ … 入 力 シ ャ フ ト （ 他 機 器 の 軸 部 ） 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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